
　

市
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

安
全
・
安
心
で
快
適
に
過
ご
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
多
く
の

公
共
施
設
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
建
物
の
老
朽
化
や
社
会
状

況
の
変
化
に
よ
り
、
今
、
公
共

施
設
の
将
来
の
あ
り
方
に
つ
い

て
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
現
在
、
多

く
の
自
治
体
で
注
目
さ
れ
て
い

る
の
が
「
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
」
と
い
う
取
り
組
み

で
す
。
こ
れ
は
、
自
治
体
が
持

つ
全
て
の
施
設
（
フ
ァ
シ
リ
テ

ィ
）
の
管
理
・
運
営
状
況
を
把

握
し
、
そ
の
数
を
見
直
し
た
り
、

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
実
施
し
た

り
す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
市
が
取

り
組
む
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
財
産
管
理

課
（
89
局
２
１
０
８
番
）
へ
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

公共施設の

今を知る
先を見る

～ファシリティマネジメント～
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市
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
特
性
を
活
か
し
な
が
ら
、
人

と
人
と
が
交
流
し
、
絆
を
深
め
、

連
帯
感
を
高
め
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
高
度
経

済
成
長
期
に
は
数
多
く
の
公
共

施
設
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
大
半
が
建
築
年
数
の
古
い

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

1
市
4
町
の
合
併
を
経
て
、
用

途
や
機
能
の
重
複
し
た
施
設
も

多
く
存
在
し
ま
す
。
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建て替え 大規模改修等

豊川市
公共施設の

今
　

市
が
保
有
す
る
公
共
施
設
（
病

院
な
ど
を
除
く
）
は
、
平
成
26
年

4
月
1
日
現
在
、
５
２
２
施
設
、

施
設
延
床
面
積
が
59
万
2
千
平

方
㍍
で
、
そ
の
う
ち
の
約
53
㌫

が
建
築
後
30
年
以
上
を
経
過
し
、

こ
れ
か
ら
、
さ
ら
に
老
朽
化
し

て
い
き
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
か
ら
の
50
年
間

で
建
て
替
え
・
改
修
に
掛
か
る

費
用
は
総
額
2
千
６
６
７
億
円

と
見
込
ま
れ
、
平
均
す
る
と
1

年
間
で
は
53
億
3
千
万
円
と
な

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
フ
ァ
シ
リ

テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
り
組

み
を
開
始
し
た
平
成
23
年
度
時

点
と
比
較
す
る
と
約
２
．
５
倍

と
な
り
、
毎
年
、
約
32
億
円
の

財
源
が
不
足
し
ま
す
。
現
在
の

財
源
か
ら
考
え
る
と
、
施
設
延

床
面
積
を
23
万
９
千
平
方
㍍
ま

で
削
減
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
な
り
ま
す
。

多
く
の
公
共
施
設
で

建
て
替
え
・
改
修
が
必
要

毎
年
約
32
億
円
の

財
源
が
不
足

平成 25 年度から 50 年間の建て替え・改修など費用の見込み（「豊川市公共施設適正配置計画（平成 27 年 6 月）」より）

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

長
期
的
な
視
点
で
、
老
朽
化
へ

の
対
応
や
用
途
・
機
能
の
重
複

し
た
施
設
の
統
廃
合
な
ど
を
総

合
的
、
計
画
的
に
行
う
フ
ァ
シ

リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
進
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

現状では、市内施設延床面積の
40％しか保有できない計算

 平成23年度
 経費21.5億円

億円

　

今
後
は
、
人
口
減
少
や
少
子

高
齢
化
が
一
層
進
み
、
財
源
の

確
保
も
困
難
と
な
る
中
で
、
公

共
施
設
の
建
て
替
え
・
改
修
・

維
持
管
理
費
用
の
増
大
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。

建て替え 改修など

年度

老
朽
重

複
　市内には、建て替えや改修を必要
とする古い建物や、用途・機能の重
複した施設が存在します。

　  

     

保健施設体育館文化ホール

早急に改修が
必要な学校施
設なども多い

文化ホールや体育館、保健施設など、用途
や機能が重複した施設が各地区に存在する
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公
共
施
設
の
あ
り
方
と
現
在

の
市
民
生
活
の
状
況
を
照
ら
し

て
み
る
と
、
こ
れ
ま
で
に
な
く

大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
る

と
い
え
ま
す
。
こ
の
変
化
を
強

く
後
押
し
し
て
い
る
の
が
Ｉ
Ｃ

Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
の
進
展

で
あ
り
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
進
め
る
上
で
も
、

こ
の
状
況
を
と
ら
え
、
的
確
に

反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　

今
年
発
生
し
た
熊
本
地
震
で

は
、
市
の
庁
舎
を
は
じ
め
と
す

る
数
多
く
の
公
共
施
設
が
機
能

を
失
い
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
も
ま

ま
な
ら
な
い
状
況
が
続
き
ま
し

豊橋技術科学大学　松島 史朗　教授

重要なのは
施設のあり方を
考えること

人
が
集
い
、
市
民
交
流
を

促
す
場
を
創
造
す
る

た
。
そ
の
一
方
で
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
し
て
、
多
く
の
人
々

が
情
報
交
換
と
支
援
物
資
を
お

互
い
に
融
通
し
た
り
す
る
な
ど
、

す
ば
や
い
取
り
組
み
が
始
ま
っ

て
い
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
中
心
と
し
た
「
公
共
空
間
」

が
個
々
人
を
連
携
さ
せ
る
こ
と

で
、
機
能
を
喪
失
し
た
公
共
施

設
を
補
完
し
た
こ
の
事
例
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
進
ん
だ
現
代
の
社
会

状
況
を
象
徴
し
て
お
り
、
公
共

施
設
の
本
質
を
見
直
す
ヒ
ン
ト

に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

公
共
施
設
を
従
来
の
機
能
・

用
途
の
ま
ま
存
続
さ
せ
て
い
く

の
か
、
新
た
な
形
・
価
値
を
持

っ
た
資
産
と
し
て
い
く
の
か
、

公
共
空
間
の
発
展
を
背
景
に
、

今
、
そ
の
あ
り
方
自
体
を
考
え

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

市
で
は
、
公
共
施
設
の
目
指

す
将
来
像
を
「
人
が
集
い
、
市

民
交
流
を
促
す
場
を
創
造
す
る
」

と
掲
げ
、
老
朽
化
に
対
応
す
る

「
長
寿
命
化
」
と
、
統
廃
合
や
複

合
化
な
ど
を
行
う
「
適
正
配
置
」

の
視
点
か
ら
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
そ
し
て
、
50
年
間
の

目
標
と
し
て
、
一
般
施
設
の
年

平
均
コ
ス
ト
を
43
％
縮
減
、
市

の
保
有
面
積
を
30
％
縮
減
と
設

定
し
ま
し
た
。

　

長
寿
命
化
に
つ
い
て
は
、
不

具
合
が
生
じ
て
か
ら
修
繕
を
行

う
従
来
の
事
後
的
な
管
理
方
法

を
見
直
し
、
計
画
的
に
改
修
な

ど
を
行
う
考
え
方
を
取
り
入
れ

た
予
防
的
な
管
理
方
法
へ
と
移

行
し
ま
す
。
今
後
は
、「
豊
川
市

公
共
施
設
中
長
期
保
全
計
画
」

に
よ
り
、
各
施
設
の
耐
用
年
数

や
劣
化
状
況
な
ど
を
常
に
把
握

し
な
が
ら
、
効
果
的
に
改
修
な

ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

適
正
配
置
に
つ
い
て
は
、
平

成
27
年
度
に
、
施
設
の
統
廃
合

や
複
合
化
な
ど
の
実
施
プ
ラ
ン

と
な
る
「
豊
川
市
公
共
施
設
適

正
配
置
計
画
」
を
策
定
し
ま
し

た
。
こ
の
計
画
で
は
、
ま
ず
、

今
後
10
年
間
で
、「
庁
舎
」「
コ

豊川市公共施設適正配置計画

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
」「
学
校
教
育

施
設
」
の
３
つ
の
施
設
用
途
に

つ
い
て
重
点
的
に
取
り
組
み
ま

す
。
情
報
の
見
え
る
化
・
見
せ

る
化
に
よ
り
、
市
民
や
事
業
者

な
ど
と
の
問
題
意
識
の
共
有
や

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

つの重点取組3
・本庁舎への機能集約と支所
 庁舎に配置すべき機能の明
 確化
・支所庁舎の施設転用、廃止
 など

庁舎の機能集約・
施設転用

・同一中学校区内のコミュニ
 ティ施設の集約化
・稼働が低く利用者が限定さ
 れる施設の廃止、または地縁
 団体などへの譲渡

・年少人口の減少を踏まえた
 施設の再編
・空き教室の多機能スペース 
 としての活用

1

2

3学校教育施設などの
縮減と多機能化

コミュニティ施設の
集約・統廃合

特 集 公共施設の今を知る先を見る  〜ファシリティマネジメント〜
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第
1
回
で
は
、
小
坂
井
中
学

校
の
生
徒
に
、
豊
橋
技
術
科
学

大
学
松
島
研
究
室
の
学
生
も
加

わ
り
、
5
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、 

未
来
の
中
学
校
に
つ
い

て
、
ど
ん
な
学
校
に
し
た
い
か
、

ど
ん
な
体
育
館
に
し
た
い
か
、

意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。「
雨

漏
り
や
壁
の
傷
を
直
し
た
い
」

「
耐
震
性
を
高
め
た
い
」
と
い
っ

た
維
持
・
補
修
に
つ
い
て
の
意

見
か
ら
、「
体
育
館
と
プ
ー
ル
を

つ
な
げ
た
い
」
と
い
っ
た
、
施

設
の
複
合
化
に
触
れ
る
意
見
も

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
2
回
で
は
、
出
さ
れ
た
意

見
を
も
と
に
、
各
グ
ル
ー
プ
で

模
型
を
作
り
な
が
ら
、
理
想
の

中
学
校
に
つ
い
て
の
ア
イ
デ
ア

を
形
に
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、

学
校
と
い
う
身
近
な
施
設
に
つ

い
て
話
し
合
う
こ
と
で
、
将
来

を
担
う
若
者
た
ち
が
、
公
共
施

設
の
現
状
に
対
す
る
理
解
や
そ

の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
考
え
を

深
め
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、出
さ
れ
た
意
見
は
、

小
坂
井
地
区
の
施
設
再
編
の
参

考
と
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
全
体
の
施
設
の

長
寿
命
化
・
適
正
配
置
の
取
り

組
み
と
合
わ
せ
、
公
共
施
設
再

編
を
進
め
る
上
で
重
点
度
・
緊

急
度
が
高
い
３
地
区
（
小
坂
井
・

音
羽
・
御
津
エ
リ
ア
）
に
つ
い
て
、

施
設
再
編
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進

め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
利
便

性
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
地

域
の
方
の
声
を
聞
き
、
施
設
の

複
合
化
・
機
能
集
約
を
行
う
も

の
で
す
。

　

現
在
、
小
坂
井
エ
リ
ア
の
施

設
再
編
を
検
討
し
て
お
り
、
今

後
、
こ
れ
を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と

し
て
進
め
、
他
の
地
域
や
施
設

で
も
適
正
配
置
に
取
り
組
め
る

よ
う
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

小坂井エリア
施設再編プロジェクト

中
学
生
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

平
成
27
年
12
月
、
小
坂
井
中
学
校
の
生
徒
の
皆

さ
ん
に
校
舎
と
体
育
館
の
あ
り
方
に
つ
い
て
意
見

を
聞
く
、
小
坂
井
中
学
生
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
2

回
に
わ
た
り
開
催
し
ま
し
た
。

自分たち　
施設の未来を

の手で

　中学生と大学生が模型を使って一緒に検討

・支所や学校施設などの
  老朽化
・支所周辺に教育や子育
  て関連施設が集中して
  立地

小坂井エリアの現状

◎支所周辺施設の機能を
　統合
◎子育て支援機能を集約　
　した地域拠点を創出

施設再編の方針
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今
回
、
公
共
施
設
の
現

状
や
課
題
、
将
来
見
込
ま

れ
る
財
政
負
担
な
ど
を
お

伝
え
し
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
、
公
共
施
設
の
安
全

性
や
機
能
性
を
持
続
的
に

確
保
し
つ
つ
、
人
口
動
態

や
財
政
状
況
な
ど
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
公
共
施
設
の

長
寿
命
化
や
統
廃
合
な
ど

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。
ま
た
、
少
子
高

齢
化
へ
の
的
確
な
対
応
に

加
え
、
定
住
や
交
流
を
促

進
す
る
取
り
組
み
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
現
状
を
意
識
し
、

豊
川
市
公
共
施
設
適
正
配

置
計
画
で
は
、
人
が
集
い
、

市
民
交
流
を
促
す
場
を
創

造
す
る
こ
と
を
公
共
施
設

の
目
指
す
将
来
像
に
掲
げ

ま
し
た
。

　

現
在
、
小
坂
井
エ
リ
ア

で
は
、
施
設
の
再
編
に
つ

い
て
、「
地
域
の
た
め
の
施

設
」
と
い
う
観
点
か
ら
、

地
域
住
民
自
ら
が
主
体
的

に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ

や
ア
イ
デ
ア
を
直
接
反
映

さ
せ
な
が
ら
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
促
進
も
期
待

さ
れ
る
よ
う
な
施
設
の
建

設
に
向
け
た
検
討
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
地
域
の
活
力

を
活
か
し
、
市
民
の
声
に

耳
を
傾
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
と
責
務
を
果
た
し
な

が
ら
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

　

第
１
回
で
は
、
小
坂
井
エ
リ

ア
の
公
共
施
設
の
現
状
と
再
編

の
必
要
性
に
つ
い
て
の
情
報
を

共
有
し
ま
し
た
。

　

第
2
回
で
は
、
先
進
事
例
で

あ
る
豊
橋
市
の
大
清
水
ま
な
び

交
流
館
・
ミ
ナ
ク
ル
へ
の
現
地

視
察
の
様
子
や
小
坂
井
中
学
校

で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
結
果

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

小
坂
井
支
所
周
辺
に
あ
る
公
共

施
設
の
配
置
と
複
合
化
に
つ
い

て
、
交
流
施
設
と
子
育
て
施
設

に
分
け
て
集
約
す
る
案
と
、
全

て
の
施
設
を
一
体
化
す
る
案
の

2
つ
の
案
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
3
回
で
は
、
2
つ
の
案
に

つ
い
て
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ

ッ
ト
な
ど
の
意
見
交
換
を
行
い
、

平
成
28
年
度
に
策
定
す
る
小
坂

井
地
区
公
共
施
設
再
編
整
備
基

本
計
画
の
進
め
方
を
確
認
し
ま

し
た
。

　

今
回
の
意
見
交
換
会
で
は
、

実
際
に
地
域
に
住
む
方
た
ち
だ

か
ら
こ
そ
の
具
体
的
な
意
見
・

提
案
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

度
は
、
こ
こ
で
の
意
見
を
基
に

し
な
が
ら
、
新
た
に
設
置
す
る

小
坂
井
地
区
公
共
施
設
再
編
整

備
基
本
計
画
策
定
委
員
会
を
通

し
て
、
小
坂
井
地
区
の
活
性
化

に
寄
与
す
る
施
設
の
検
討
・
整

備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

施
設
再
編
意
見
交
換
会

　

公
共
施
設
再
編
整
備
の
方
向
性
を
決
め
る
た

め
、
小
坂
井
連
区
、
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
皆
さ

ん
と
と
も
に
、
意
見
交
換
や
先
進
地
の
視
察
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

財産管理課長
荒木 誠二

小坂井支所周辺地区公共施設再編 
ワークショップの参加者募集
　小坂井地区公共施設再編整備基本
計画の策定について、意見を交換する
ワークショップの参加者を募集します。
期間⇔8月～9月で、平日夜間の部と休
日昼間の部を各2回程度
資格⇔市内に在住の16歳以上
定員⇔各部20人程度
申込⇔7月20日㈬まで（消印有効）。申
込書を、直接、または郵送で、財産管理
課（〒４４2－８6０１諏訪１の1）へ。申込
書は、財産管理課（北庁舎3階）、小坂井
支所にあります（市ホームページからダ
ウンロード可）。参加者は、選考により決
定します

皆さんの声を聞かせてください

市
民
の
声
に

　
耳
を
傾
け
て
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